
音楽ジャーナリスト

内記 章
（NAIKI AKIRA）

小学１年の時、父親の転勤で札幌へ移り住む。

札幌北高、日大卒業後、芸能プロダクションを経て１９７６年より、

札幌で音楽業界紙の記者となる。１９８２年オリコン入社。

札幌支局長勤務の後、２００１年より東京本社勤務。

販売管理部（部長待遇）、広報企画部配属（部長）、

同社執行役員（広報企画部部長）、執行役員（企画ＳＴ部部長）

歴任の後２００５年同社を退社。

　２００６年札幌でオフィス・ナイキを設立。音楽ジャーナリストと

してこれまでにアーティスト２０００名以上にインタビュー。

音楽学校の専門講師などを１０年務める。現在、取材・執筆活動

以外にもテレビ・ラジオ出演、審査員、企画・プロデュース、

講演など幅広く活動中。

■ラジオ
ＨＢＣラジオ　「いつも心に歌謡曲」　/　ＡＩＲ-Ｇ’　「ＳＭＩＬＥ ＰＡＲＴＹ」（終了）

さっぽろ村ラジオ「内記章とちはらさきのミュージックフレンズ」

ＳＴＶラジオ　「内記章の今も昔も歌謡曲」（終了）

ＳＴＶラジオ　「オハヨー！ほっかいどう（内記章の流行歌・いま昔）」（終了）

■テレビ
ＨＢＣ（北海道放送）　「Ｈａｎａテレビ」（終了）　/　ＴＶＨ（テレビ北海道）　「ほわっつ！ヒッパレ！」（終了）

■著書
北の音楽戦士たち（中西出版）

■寄稿
北海道新聞「北の名盤」（連載終了）

■ライナーノーツ
みのや雅彦「本当の歌」（ＷＨＣＤ-９８）

■クリエイティブアドバイザー
北海道芸術高等学校（音楽コース）

■企画・プロデュース
「中銀ライフケア札幌運営２１周年平岸天神創立５周年記念『山内恵介ふれあいコンサート』」

■講演
「生涯学習講座　太平百合が原大学　音楽業界こぼれ話～ヒット曲の秘密を探る～」

「ＵＨＢ大学　講演　音楽業界こぼれ話～ヒット曲の秘密を探る～」

■書評
北海道新聞掲載「歌謡曲が聞こえる」片岡義男著

北海道新聞掲載「友川カズキ独白録～生きてるって言ってみろ～」友川カズキ著

北海道新聞掲載「完全版山口百恵は菩薩である」平岡正明著

北海道新聞掲載「長渕剛論　歌え、歌い殺される明日まで」杉田俊介著

北海道新聞掲載「タンゴと日本人」生明俊雄著

北海道新聞掲載「良い加減に生きる」北山おさむ、前田重治著

北海道新聞掲載「旅に唄あり」岡本おさみ著

■審査員
ＳＴＶラジオ開局５０周年企画「ラジオスターを探せ！」　/　ＨＢＣ杯全道カラオケ選手権

日本カラオケボックス大賞　北海道大会　/　‘美しき唄のまち’全道カラオケ選手権大会

北海道歌謡連盟主催　全道グランドチャンピオン大会　/　ＳＴＶテレビ２０１５「どさんこ歌唱王」オーディション


